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　日本では大腸癌が罹患数約15万5千人で最多、死亡数
も約5万3千人で第2位を占める。胃癌は罹患約12万4千人、
死亡約4万2千人でいずれも第3位。食道癌は約2万例と少
ないが5年生存率が低く早期発見が重要である。内視鏡検
査は予防・死亡率低減に有効だが、大腸腺腫の10～30％
やPCCRC、胃癌の約25.8％に見逃しがあり、認識ミスや解
剖学的死角など医師の熟練度に依存する課題が残る。

　ハイパースペクトルイメージングをAI技術と組み合わせる
ことで、術者の経験や熟練度に左右されにくい腫瘍検出シ
ステムの構築が期待されている。そこで、ハイパースペクトル

　ノーステック財団のバイオシーズあるいは産学連携に申し
込み研究を発展させるとともに、産業との連携を模索してい
く。さらに、特許の取得も進めていく。並行して、撮影する検
体数を増やし、AIの精度向上を図る。
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AIの開発において既に複数の研究実績を有していた申請
者は、北海道大学医学部の大野正芳助教らと協力体制を
構築し、ハイパースペクトル画像を用いた腫瘍検出システム
の開発に着手した。これにより、内視鏡検査における見逃し
の低減と診断精度の向上を目指している。イメージング技術
とAIの組み合わせにより、使用した試料については80%以
上の精度でがん部位の判定を行った。解析アルゴリズムだ
けでなく、解析を行うためのフレームワーク自体も開発を行い、
工学の技術者でなくとも簡易にAI解析がリアルタイムで行え
るようにした。

図 1　撮影の様子

図 2　判定結果


